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北
極
は
か
つ
て
厚
い
氷
に
閉
ざ
さ
れ
、
過
酷
な
が
ら
も
征
服
す
べ

き
冒
険
家
の
楽
園
だ
っ
た
。
だ
が
、
科
学
技
術
の
発
展
で
人
間
の
活

動
領
域
が
拡
大
し
、
北
極
も
国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
に
至
る
。

今
や
各
国
の
国
益
が
ぶ
つ
か
り
、
地
政
学
的
現
実
が
容
赦
な
く
現
れ

る
21
世
紀
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
だ
。
背
景
に
は
地
球
温
暖
化
が
あ
る
。

専
門
家
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
北
極
海
の
温
暖
化
は
地
球
上
の
他
の
地

域
の
４
倍
の
速
さ
で
進
行
し
て
い
る
。
結
果
、
航
路
・
資
源
・
ア
ク

セ
ス
な
ど
の
観
点
か
ら
北
極
の
戦
略
的
価
値
は
高
ま
っ
て
い
る
。

北
極
を
巡
る
状
況
は
、
安
全
保
障
面
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
面
で

も
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
。
筆
者
が
在
勤
す
る
カ
ナ
ダ
で
は
、
ロ
シ

ア
空
軍
機
に
よ
る
領
空
侵
犯
が
頻
発
し
、
北
極
海
で
の
ロ
シ
ア
と
中

国
の
活
動
も
活
発
化
し
懸
念
が
深
ま
っ
て
い
る
。
２
０
２
４
年
に
発

表
さ
れ
た
新
し
い
国
防
戦
略
の
表
題
は「O

ur N
orth, Strong and 

Free

」。
簡
に
し
て
要
だ
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
に
関
し
発
言
を
繰
り
返
し
、
ヴ
ァ
ン
ス
副
大
統
領
が
訪
問

し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。
北
極
を
巡
る
状
況
の
劇
的
変
化
に
対

処
す
る
必
要
性
と
必
然
性
の
証
左
で
あ
る
。

本
稿
は
、
冷
戦
期
以
降
の
北
極
情
勢
を
踏
ま
え
、
近
年
の
北
極
を

巡
る
国
際
的
な
動
向
を
整
理
し
、
そ
の
全
体
像
を
示
す
。
ま
た
、
わ

が
国
の
北
極
政
策
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。

冷
戦
後
の「
協
調
の
海
」か
ら
、地
政
学
的
な
競
争
空
間
へ

北
極
圏
は
、
北
緯
66
度
33
分
以
北
の
地
域
で
、
総
面
積
は
約
２
０

０
０
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
陸
地
面
積
は
約
８
０
０
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
北
極
圏
に
領
土
を
有
す
る
国
は
８
カ
国
で
、
そ

の
内
の
53
％
は
ロ
シ
ア
、
25
％
は
カ
ナ
ダ
、
15
％
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
に
属
し
、
以
下
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
米
国
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
続
く
。

ま
ず
、
こ
の
地
を
巡
る
情
勢
の
冷
戦
期
以
降
の
推
移
を
俯
瞰
し
た

い
。
冷
戦
期
の
北
極
は
米
ソ
対
立
の
最
前
線
だ
っ
た
。
地
球
儀
を
見

れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、
北
極
圏
は
モ
ス
ク
ワ
と
ワ
シ
ン
ト
ン
を
結
ぶ

最
短
ル
ー
ト
で
あ
り
、
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
や
戦

略
爆
撃
機
の
飛
行
経
路
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
北
極
海
の
氷

下
は
第
二
撃
能
力
を
有
す
る
米
ソ
両
国
の
原
子
力
潜
水
艦
が
航
行
し

て
い
た
。
当
時
は
温
暖
化
の
影
響
が
顕
在
化
す
る
前
で
、
極
寒
の
地

へ
の
一
般
的
ア
ク
セ
ス
は
限
ら
れ
て
は
い
た
。
そ
れ
で
も
米
ソ
両
国

は
最
新
の
技
術
を
駆
使
し
レ
ー
ダ
ー
な
ど
の
軍
事
施
設
を
設
置
し
て

い
た
。
北
極
こ
そ
米
ソ
の
相
互
確
証
破
壊
戦
略
の
中
核
的
な
空
間
だ

っ
た
。
だ
が
、
冷
戦
は
終
わ
っ
た
。
北
極
は
、「
対
立
の
最
前
線
」
か

ら
「
協
力
と
協
調
の
地
」
へ
と
変
貌
す
る
。

１
９
９
１
年
６
月
、
米
ロ
を
含
む
北
極
８
カ
国
は
「
北
極
環
境
保

護
戦
略
（
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）」
を
採
択
し
、
国
境
を
越
え
て
環
境
問
題
に
協

力
し
対
処
す
る
五
つ
の
作
業
部
会
を
設
置
す
る
。
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
共
通

デ
ー
タ
と
科
学
的
知
見
を
整
備
し
、
信
頼
醸
成
を
促
進
す
る
。
そ
し

て
、
96
年
９
月
の
オ
タ
ワ
宣
言
に
て
、
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
作
業
部
会
と
協

力
体
制
を
継
承
し
た
形
で
北
極
評
議
会（
Ａ
Ｃ〔A

rctic Council
〕）

が
設
立
さ
れ
た
。
Ａ
Ｃ
は
、
安
全
保
障
問
題
は
扱
わ
な
い
が
、
環
境

の
み
な
ら
ず
広
範
な
政
策
協
議
へ
と
協
力
の
対
象
を
拡
大
し
た
。
北

極
圏
に
居
住
す
る
先
住
民
組
織
の
Ａ
Ｃ
参
加
も
意
義
深
い
。

そ
の
後
も
協
力
と
協
調
は
深
ま
っ
て
い
く
。
２
０
１
０
年
、
ロ
シ

ア
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
バ
レ
ン
ツ
海
の
海
洋
境

界
に
合
意
。
13
年
に
は
、
日
中
韓
印
伊
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
６
カ
国
が

一
括
し
て
Ａ
Ｃ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
と
し
て
承
認
さ
れ
、
北
極
８
カ

国
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
の
協
力
と
協
調
が
深
化
す
る
。
議
論
の
対
象

は
、
国
連
海
洋
法
条
約
に
基
づ
く
北
極
海
に
お
け
る
公
海
の
扱
い
、

漁
業
や
航
行
の
自
由
の
あ
り
方
、
北
極
海
航
路
の
調
査
や
航
行
安
全

へ
の
技
術
協
力
、
気
候
変
動
に
関
連
し
た
海
洋
酸
性
化
に
関
す
る
研

究
、
さ
ら
に
は
北
極
圏
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
な
ど
に
広
が
っ
た
。
北
極
は
、
国
際
的
な
協
力
と
協
調
の
良

き
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
協
力
と
協
調
の
時
代
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

14
年
３
月
、
ロ
シ
ア
が
武
力
に
よ
り
ク
リ
ミ
ア
を
「
併
合
」
す
る
と
、

地
政
学
的
競
争
強
ま
る
北
極

─
─
21
世
紀
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
め
ぐ
る
戦
略

戦
略
的
・
経
済
的
な
重
要
性
が
高
ま
る
北
極
海
。

米
、
加
、
北
欧
諸
国
を
中
心
に
、
国
際
的
な
取
り
組
み
が
進
む
。

・
国
際
協
調
の
象
徴
だ
っ
た
北
極
評
議
会
か
ら
ロ
シ
ア
が
実
質
離
脱

・
航
路
や
資
源
開
発
の
促
進
に
は
先
住
民
の
理
解
が
不
可
欠

・
日
本
も
安
全
保
障
や
科
学
技
術
研
究
で
い
っ
そ
う
の
参
画
を

駐
カ
ナ
ダ
大
使

山
野
内
勘
二

や
ま
の
う
ち　
か
ん
じ　
１
９
８
４
年
東
京
外
国

語
大
学
卒
業
、
外
務
省
入
省
。
北
米
局
北
米
第
一

課
長
、
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
、
在
米
大
使
館
公

使
、
経
済
局
長
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
な
ど

を
経
て
、
２
０
２
２
年
よ
り
現
職
。
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に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
24
年
３
月
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に

加
盟
し
た
。
Ａ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
８
カ
国
の
う
ち
ロ
シ
ア
以
外
の
７
カ
国

は
全
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
わ
け
だ
。
北
極
圏
の
バ
レ
ン

ツ
海
周
辺
か
ら
北
極
海
に
か
け
て
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
地
理
的
な
プ
レ
ゼ

ン
ス
が
大
き
く
拡
大
し
た
。

そ
し
て
、
米
国
で
は
24
年
７
月
、
国
防
総
省
が
「
北
極
戦
略
２
０

２
４
」
を
発
表
。
22
年
の
「
北
極
域
国
家
戦
略
」
を
受
け
て
、
米
国

の
統
合
抑
止
力
を
強
化
し
、
北
極
に
お
け
る
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
取
る
べ
き
具
体
的
な
行
動
計
画
を
定
め
て
い
る
。

第
１
に
、
領
域
認
識
（
ド
メ
イ
ン
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
）
と
北
極
対
応

能
力
の
強
化
だ
。
情
報
把
握
能
力
の
強
化
、
通
信
・
デ
ー
タ
基
盤
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
寒
冷
地
整
備
に
言
及
が
あ
る
。
第
２
に
、
同

盟
・
パ
ー
ト
ナ
ー
・
主
要
関
係
者
と
の
関
与
強
化
だ
。
Ａ
Ｃ
７
と
の

協
力
強
化
に
加
え
先
住
民
や
州
・
地
方
政
府
と
の
連
携
が
視
野
に
入

る
。
第
３
に
、
北
極
圏
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
強
化
で
あ
る
。
地
政
学
的

動
向
や
気
候
変
動
に
応
じ
た
合
同
演
習
、
北
極
へ
の
展
開
計
画
の
策

定
、
さ
ら
に
は
米
軍
が
任
意
の
時
点
と
場
所
で
北
極
へ
ア
ク
セ
ス
で

き
る
能
力
増
強
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
関
連
で
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
進
め
て
い
る

砕
氷
船
協
力
協
定（
Ｉ
Ｃ
Ｅ〔Icebreaker Collaboration Effort

〕

Pact

）
に
触
れ
た
い
。
こ
れ
は
、
24
年
７
月
に
合
意
さ
れ
た
砕
氷
船

に
関
連
す
る
協
力
の
枠
組
み
だ
。
北
極
海
の
安
全
保
障
と
航
行
の
自

由
の
確
保
、
極
地
で
の
捜
索
救
難
・
科
学
調
査
・
監
視
活
動
、
砕
氷

技
術
の
共
有
・
人
員
訓
練
の
促
進
を
目
的
と
す
る
が
、
核
心
は
砕
氷

船
の
建
造
と
整
備
に
関
す
る
産
業
連
携
だ
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ア
ー

カ
ー
・
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ
ク
社
の
砕
氷
船
建
造
技
術
は
世
界
最
高
峰
で
、

カ
ナ
ダ
の
デ
イ
ビ
ー
造
船
所
は
１
８
２
５
年
創
業
の
世
界
有
数
の
砕

氷
船
造
船
会
社
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｅ
協
定
が
機
能
す
れ
ば
、
造
船
業
の
衰
退

し
た
米
国
を
強
力
に
補
完
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
提
唱
す
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ド
ー
ム
」

構
想
も
注
目
さ
れ
る
。
北
米
大
陸
上
空
の
包
括
的
な
防
衛
を
目
指
す

も
の
だ
。
関
税
問
題
で
緊
張
し
て
い
る
米
加
関
係
だ
が
、
北
極
戦
略

で
は
、
カ
ナ
ダ
は
米
国
と
の
連
携
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

経
済
面
の
協
力
促
進
と
、環
境
保
護
・
先
住
民
理
解
の
両
立

地
政
学
的
な
厳
し
さ
が
増
す
一
方
、
北
極
の
経
済
で
は
二
つ
の
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

一
つ
は
、
北
極
海
航
路
だ
。
北
極
海
氷
の
融
解
の
加
速
化
が
予
測

さ
れ
る
中
、
夏
季
だ
け
で
な
く
通
年
で
航
行
可
能
と
な
れ
ば
、
海
運

に
革
命
的
な
変
化
が
起
こ
る
。
欧
州
お
よ
び
北
米
東
海
岸
か
ら
ア
ジ

ア
へ
の
航
行
時
間
が
最
大
４
割
短
縮
さ
れ
、
将
来
的
に
重
要
な
シ
ー

レ
ー
ン
と
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
北
極
海
航
路
が
「
21
世
紀

日
本
を
含
め
西
側
諸
国
は
対
ロ
措
置
を
発
動
す
る
。
そ
れ
で
も
Ａ
Ｃ

は
維
持
さ
れ
、
環
境
面
や
災
害
対
応
で
の
選
択
的
な
協
調
は
継
続
し

た
。
だ
が
、
協
力
の
機
運
は
後
退
す
る
。
そ
し
て
２
０
２
２
年
２
月

24
日
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
略
す
る
。
実
は
、
こ
の
時
ロ
シ

ア
は
Ａ
Ｃ
議
長
国
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
以
外
の
Ａ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
７
カ
国

は
、
３
月
３
日
に
「
北
極
の
協
力
は
重
要
だ
が
、
現
状
で
は
正
当
性

が
保
て
ず
、
ロ
シ
ア
の
議
長
国
と
し
て
の
下
で
の
全
て
の
公
式
活
動

を
停
止
す
る
」
と
の
共
同
声
明
を
発
表
す
る
。
23
年
５
月
に
Ａ
Ｃ
議

長
国
が
ロ
シ
ア
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
交
代
す
る
と
、
Ａ
Ｃ
７
は
、
ロ

シ
ア
抜
き
の
協
力
を
模
索
す
る
。
し
か
し
、
Ａ
Ｃ
は
全
会
一
致
が
原

則
で
あ
る
。
Ａ
Ｃ
は
実
質
的
に
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
北
極
は
再
び

地
政
学
的
な
競
争
空
間
と
な
っ
た
の
だ
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
欧
米
諸
国
が
安
全
保
障
の
取
り
組
み
強
化

北
極
を
巡
る
情
勢
は
、
資
源
開
発
や
北
極
海
航
路
の
動
向
と
も
関

連
し
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
、
原
子
力
潜
水
艦
や
砕
氷

船
の
配
備
を
含
め
北
方
艦
隊
を
強
化
し
つ
つ
防
空
シ
ス
テ
ム
と
ミ
サ

イ
ル
基
地
を
増
強
し
て
い
る
。
中
国
は
、
自
ら
を
北
極
圏
に
最
も
近

い
国
家
の
一
つ
で
あ
る
「
近
北
極
国
家
」
と
位
置
付
け
て
、
氷
上
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
構
想
を
掲
げ
て
い
る
。
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
の
科
学
イ
ン

フ
ラ
施
設
を
建
設
し
つ
つ
水
中
地
形
・
磁
場
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い

る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
北
極
圏
に
お
け
る
中
ロ
連
携
を
西
側
諸
国
は

注
視
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
２
０
２
２
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
領
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
諸
島

で
発
生
し
た
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
切
断
事
件
は
厳
し
い
現
実
を
見
せ
つ

け
た
。
北
緯
78
度
に
位
置
し
非
武
装
地
帯
で
あ
る
同
諸
島
の
地
上
局

は
、
北
極
上
空
を
周
回
す
る
極
軌
道
衛
星
の
デ
ー
タ
中
継
拠
点
と
し

て
世
界
最
大
か
つ
最
重
要
の
施
設
だ
。
多
数
の
西
側
諸
国
の
宇
宙
機

関
が
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
膨
大
な
デ
ー
タ
が
島
の
地
上
局
か
ら
北

極
海
の
海
底
２
７
０
０
メ
ー
ト
ル
に
敷
設
さ
れ
た
２
本
の
光
ケ
ー
ブ

ル
で
１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
本
土
と
接
続
さ

れ
各
国
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
１
本
が
切
断
さ
れ
、
も
う

１
本
も
損
傷
し
た
の
だ
。
１
カ
月
余
り
で
修
復
さ
れ
た
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
衛
星
通
信
、
軍
事
・
科
学
デ
ー
タ
伝
送
に
不
可
欠
な
イ

ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
が
露
呈
し
た
。
現
在
に
至
る
ま
で
自
然
要
因
か
事

故
か
意
図
的
な
妨
害
行
為
か
の
真
相
は
不
明
で
、
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
脅
威
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
北
大
西
洋
条
約
機
構（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）の
重
要
性
が
高
ま
る
。

24
年
10
月
の
Ａ
Ｃ
会
合
に
出
席
し
た
バ
ウ
ア
ー
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
事
委
員

長
は
、
中
ロ
の
北
極
圏
で
の
協
力
に
懸
念
を
表
明
。
一
方
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
直
面
し
、
両
国
の

伝
統
的
な
外
交
・
安
全
保
障
政
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
、
23
年
４
月
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北
極
圏
の
先
住
民
は
温
暖
化
に
よ
る
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い

る
。
狩
猟
・
漁
労
・
ト
ナ
カ
イ
放
牧
が
困
難
に
な
る
と
同
時
に
、
海

氷
を
利
用
し
た
移
動
に
困
難
が
伴
い
、
伝
統
的
な
生
活
様
式
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
資
源
開
発
の
過
程
で
は
、
先
住
民
の
生
活
環
境
が
影

響
を
受
け
つ
つ
も
、
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
開
発
に
関
与
し
収

益
を
受
け
る
事
例
も
増
え
て
き
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
の
場
合
、
先
住
民

が
多
く
住
む
ユ
ー
コ
ン
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
、
ヌ
ナ
ブ
ト
の
３
準
州

は
全
て
北
極
圏
に
位
置
し
、
温
暖
化
で
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
社
会

経
済
へ
の
支
援
が
不
可
欠
だ
。
連
邦
政
府
は
、
厳
し
い
同
化
政
策
と

有
形
無
形
の
差
別
が
あ
っ
た
過
去
を
克
服
す
べ
く
、
先
住
民
と
の
和

解
に
取
り
組
む
。
同
時
に
、
和
解
は
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
を
有
す

る
先
住
民
と
の
調
整
を
円
滑
化
し
、
資
源
開
発
を
促
進
す
る
。

極
地
に
お
け
る
温
暖
化
の
急
速
な
進
行
に
対
し
、
実
態
把
握
と
温

暖
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
は
優
先
課
題
だ
。
そ
の
中
で
、
北
緯
69
度

に
位
置
す
る
ヌ
ナ
ブ
ト
準
州
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ベ
イ
の
「
カ
ナ
ダ
極

北
研
究
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（Canadian H

igh A
rctic Research 

Station

）」
が
注
目
さ
れ
る
。
世
界
最
先
端
の
観
測
施
設
で
あ
り
、
日

本
の
国
立
極
地
研
究
所
や
米
国
の
国
立
科
学
財
団
、
さ
ら
に
は
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
北
欧
諸
国
と
も
協
力
し
、
永
久
凍
土
の
炭
素
排
出
、

海
洋
モ
デ
リ
ン
グ
、
気
象
観
測
な
ど
の
調
査
・
研
究
が
進
展
し
て
い

る
。

日
本
も
包
括
的
な
北
極
戦
略
の
推
進
を

従
来
、
わ
が
国
の
北
極
政
策
は
、
航
行
の
自
由
と
国
際
法
の
尊
重

を
強
調
し
、
北
極
域
の
観
測
・
研
究
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
際
協
力
、

ル
ー
ル
形
成
へ
の
貢
献
を
中
心
と
し
て
き
た
。
一
方
、
地
政
学
的
な

厳
し
さ
が
増
す
中
で
、２
０
２
２
年
改
訂
の「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」

で
は
初
め
て
北
極
に
お
け
る
安
全
保
障
上
の
課
題
を
認
識
す
る
必
要

性
が
言
及
さ
れ
た
。
23
年
４
月
に
は
、
安
全
保
障
面
を
も
視
野
に
入

れ
政
府
横
断
的
に
対
処
す
る
「
第
４
期
海
洋
基
本
計
画
」
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
同
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
政
府
は
国
際
会
議
や
多
国
間

枠
組
み
に
お
け
る
方
針
を
取
り
ま
と
め
、
官
民
連
携
を
促
進
し
、
科

学
研
究
の
支
援
を
拡
充
し
て
い
る
。

最
近
の
動
向
で
注
目
す
べ
き
は
、
カ
ナ
ダ
軍
が
主
催
し
米
軍
も
参

加
す
る
北
極
演
習
「
ナ
ヌ
ー
ク
作
戦
」
へ
の
自
衛
隊
の
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
だ
。
こ
れ
は
北
極
圏
で
行
わ
れ
る
多
国
間
演
習
へ
の
初
め
て

の
参
加
で
あ
る
。
ま
た
、
本
格
的
砕
氷
・
耐
氷
能
力
を
持
つ
世
界
有

数
の
北
極
域
研
究
船「
み
ら
い
Ⅱ
」の
進
水
式
が
先
般
行
わ
れ
た
が
、

今
後
の
北
極
の
調
査・研
究
分
野
で
の
大
き
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

安
全
保
障
・
経
済
・
環
境
・
国
際
協
力
な
ど
の
多
様
な
面
で
的
確

に
対
処
し
、
北
極
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
だ
。包
括
的
な
北
極
戦
略
を
推
進
す
る
時
が
到
来
し
て
い
る
。

の
ス
エ
ズ
」
と
称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
沿
岸
を
通
る
北

東
航
路
と
カ
ナ
ダ
沿
岸
を
通
る
北
西
航
路
が
あ
る
が
、
現
段
階
で
は

北
東
航
路
が
先
行
し
て
お
り
、
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
輸
送
が

始
ま
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
沿
岸
を
通
る
地
政
学
的
な
難

し
さ
や
国
際
法
上
の
論
点
が
付
随
す
る
。
従
っ
て
、
カ
ナ
ダ
沿
岸
の

北
西
航
路
へ
の
期
待
は
高
い
。
し
か
し
、
北
西
航
路
は
複
雑
な
地
形

に
加
え
、
内
水
か
国
際
海
峡
か
と
い
う
加
米
間
の
論
点
も
あ
り
、
現

段
階
で
は
限
定
的
な
運
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
の

海
氷
融
解
や
科
学
技
術
の
進
化
、
地
政
学
的
状
況
に
も
よ
る
。
今
後

の
展
開
を
注
視
す
べ
き
だ
。

も
う
一
つ
が
資
源
開
発
だ
。
米
国
地
質
調
査
所
（
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）
が

２
０
０
８
年
に
公
表
し
た
評
価
結
果
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
未
確
認
埋

蔵
量
の
う
ち
石
油
の
13
％
、
天
然
ガ
ス
の
30
％
が
北
極
海
に
残
存
す

る
。
さ
ら
に
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
銅
、
ウ
ラ
ン
、
レ
ア
ア
ー
ス
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
な
ど
の
鉱
物
資
源
が
豊
富
で
あ
る
。
特
に
、
ヤ
マ
ル
半
島
な

ど
の
ロ
シ
ア
沿
岸
、
バ
フ
ィ
ン
島
な
ど
の
カ
ナ
ダ
の
北
極
諸
島
、
ア

ラ
ス
カ
北
部
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
領
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
諸
島
、
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
が
有
望
視
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
北
極
経
済
は
環
境
保
護
・
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
表
裏
一
体
だ
。資
源
埋
蔵
地
の
大
部
分
は
先
住
民
の
土
地
で
あ
る
。

船
舶
交
通
量
の
増
加
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ー
ボ
ン
の
増
大
や
運
搬
物
資

流
出
事
故
な
ど
の
リ
ス
ク
増
に
つ
な
が
る
。
経
済
合
理
性
と
社
会
的

意
義
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
鍵
と
な
る
。
だ
が
、

そ
の
対
応
は
国
や
政
権
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ロ
シ
ア
は
北
東
航
路
と

ヤ
マ
ル
半
島
の
天
然
ガ
ス
開
発
を
一
体
化
し
、
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
も

強
化
し
て
い
る
。
米
国
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
環
境
重
視
で
あ
っ
た

が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
ア
ラ
ス
カ
を
中
心
に
資
源
開
発
・
イ
ン
フ
ラ

投
資
の
促
進
に
舵
を
切
り
つ
つ
あ
る
。
カ
ナ
ダ
は
、
新
た
に
誕
生
し

た
カ
ー
ニ
ー
政
権
が
、
環
境
保
護
は
も
ち
ろ
ん
、
先
住
民
の
理
解
と

支
持
を
得
つ
つ
、重
要
鉱
物
資
源
開
発
に
積
極
姿
勢
を
見
せ
始
め
た
。

温
暖
化
の
影
響
は
極
地
に
行
く
ほ
ど
顕
著
に
現
れ
る
。
北
極
圏
の

夏
季
海
氷
面
積
は
１
９
７
９
年
の
人
工
衛
星
観
測
開
始
以
降
40
％
減

少
し
た
。
し
か
も
海
氷
は
薄
く
な
っ
て
お
り
、
体
積
ベ
ー
ス
で
は

70
％
以
上
融
け
た
と
の
説
も
あ
る
。
２
０
３
０
年
代
の
夏
は
「
ほ
ぼ

氷
の
な
い
北
極
海
」
と
な
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
永
久

凍
土
の
融
解
は
メ
タ
ン
や
二
酸
化
炭
素
の
土
中
か
ら
の
大
量
放
出
に

つ
な
が
り
、
温
暖
化
を
い
っ
そ
う
加
速
す
る
。
同
時
に
、
地
盤
沈
下

を
も
た
ら
し
道
路
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
建
物
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
被

害
が
及
び
、
人
の
移
動
や
物
資
の
運
搬
が
制
約
を
受
け
て
い
る
。
さ

ら
に
、
温
暖
化
は
南
方
の
種
の
北
上
を
引
き
起
こ
し
、
北
極
圏
の
捕

食
関
係
を
変
化
さ
せ
る
。
生
物
多
様
性
は
損
な
わ
れ
、
生
態
系
に
変

化
が
生
じ
て
い
る
。
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